
農地・水・環境保全向上対策

平成２２年７月１６日

栃木県農政部

中間年評価に係る調査・分析結果【要約】

資料３－３



豊かな農業・農村の継承

活力ある美しい農村づくり創意工夫と意欲に富んだ農業づくり
本対策の活用を通して、地域の協

働力を高めながら、生産資源や農村
環境を将来にわたって維持していく
「新たな地域の仕組み」を再構築する
とともに、環境に配慮した農業生産の
推進や構造施策等との連携、コミュ
ニティの充実により、地域の農業振
興や活性化を促進する。

農地・水・環境保全向上対策の推進における栃木県の考え方

農地・水・環境保全向上対策

「人」「農業」「環境」を一体的に考え、地域の将来像を明らかにしながら、農村の
生産・生活・自然環境を保全向上させていくシステムを構築する

①地域ぐるみの取組（協働・交流） ◆ 集落機能の再構築
②農地・農業用水等の適正保全 ◆ 良好な農業生産条件の維持
③農村環境の保全向上 ◆ 健全で豊かな農村環境の継承
④環境と調和のとれた農業生産の促進 ◆ 産地の競争力強化
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